
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

試
掘
調
査
の
申
請 

重
機
を
使
用
し
て
、
幅
１
ｍ
程
の
溝
を
掘
り
、
遺
跡
の
有
無
・

状
態
を
確
認
。
状
況
に
よ
り
溝
を
拡
張
し
て
調
査 

 

調
査
後
は
埋
め
戻
し 保

存
方
法
の
協
議 

設
計
変
更
に
よ
る
現
状
保
存
・
記
録
保
存 

工
事
立
会 

工
事
の
実
施
中
に
市

の
職
員
が
立
ち
会
い

ま
す
。
日
程
等
を
文

化
財
課
ま
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い 

遺
跡
な
し  

 
 
 
  

 
 

遺
跡
が
確
認 

指
導 

事
項 

埋蔵文化財に関する手続きの流れ    埋蔵文化財包蔵地（遺跡や古墳）で土木工事を行う場合は、文化財保護法に定めら
れている届出及び指示に準ずる必要があります。現在、その執行権限は文化庁から
県へ委譲されているため、市を窓口として県から指示を受ける必要があります。 

土
地
が
埋
蔵
文
化
財
包
蔵
地
（
遺
跡
）
か
否
か

各
務
原
市
遺
跡
地
図
や
調
査
履
歴
と
照
会 

土
木
工
事
を
計
画
し
て
い
る 

（
建
物
解
体
工
事
を
含
む
） 

工
事
が
遺
跡
に
影
響
を

与
え
る
恐
れ
が
あ
る
。

ま
た
は
ご
く
狭
い
面
積

で
影
響
を
与
え
る 

各務原市教育委員会事務局 文化財課  
電話：058-383-1475  FAX：058-389-0218 

市
と
の
事
前
協
議 

・
工
事
の
概
要
を
聴
取 

・
試
掘
調
査
実
施
の
判
断 

試掘調査の申請 

埋蔵文化財包蔵地（確認・試掘）申請書  1 部 

添付図面 付近の住宅地図、建物の配置図 

 

申請・届出書類について 

文
化
財
保
護
法
第
九
三
条
第
一
項
に
基
づ
く
事
前
の
届
出 

事
業
主
体
者
か
ら
市
を
経
由
し
て
岐
阜
県
へ
提
出
（
原
則
着
手
の 

日
前
ま
で

に
） 

協
議
に
よ
る
市
の
見
解
を
付
し
て
県
か
ら
指
示
が
出
ま
す 

文化財保護法第 93条第 1項に基づく事前の届出 

埋蔵文化財発掘（93条）の届出      ２部 

添付図面 付近の住宅地図、建物の配置図 

基礎伏図、基礎断面図、地盤改良施行図 

 

 

工
事
着
工 

工
事
中
に
遺
跡
・
文
化
財
が
発

見
さ
れ
た
場
合
は
文
化
財
課
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い 

★各務原市ウェブサイトより申請書・届出書類がダウンロードできます 

市ウェブサイト → 便利なサービス → 申請書ダウンロード → 教育 

保存方法の協議とは？ 

手
続
き
不
要 

文化財課窓口・電話（平日 8：30～17：15）、FAX、 
メール、市ウェブサイトで確認できます。 
 
■メールアドレス：bunka@city.kakamigahara.gifu.jp 
          
■市のウェブサイトでの確認手順 
 
市ウェブサイト→事業者向け情報→土地・道路→土地利用に
関すること→用途地域など各務原市都市計画情報の検索（県

域統合型 GIS） 
 
※FAX・メールでの照会には地図を添付ください 
※遺跡範囲の境界線上、範囲内かどうか不明確な場合は
文化財課にお問い合わせください。 

調査にかかる費用について 
 
・試掘調査に費用はかかりません。 
・発掘調査につきましては事業者に費用の負担がか
かります。一定面積以内の個人住宅建設など、市
が発掘調査の費用を負担できる場合があります。 

包
蔵
地
で
は
な
い 

 
 
 
 
 

 

包
蔵
地
で
あ
る 

 

計
画
し
て
い
る 

  
 
 
  

 

計
画
し
て
い
な
い 

試
掘
不
要 

 
 

試
掘 

要 

工
事
に
よ
る
遺
跡
へ
の

影
響
が
少
な
い 

工
事
に
よ
り
遺
跡
を

破
壊
す
る
な
ど
影
響

が
あ
る 

工
事
着
工 

 

埋蔵文化財包蔵地の確認方法 調査終了後 

慎
重
工
事 

 

埋
蔵
文
化
財
に
影
響

が
な
い
よ
う
、
慎
重
に

工
事
し
て
く
だ
さ
い 

発
掘
調
査 

遺
跡
の
本
発
掘
調
査

を
行
い
、
遺
物
の
取

上
げ
・
図
面
の
作
成
、

写
真
記
録
等
を
行
い

ま
す 

例として       
・建物の配置変更  
・盛土の実施（遺構面から 30㎝の保護厚の確保） 
・地盤改良工事の計画変更 

表層改良 

遺構面から 30cmの 
保護厚の確保 
柱状改良 

掘削面積の削減 
(鋼管杭に変更又は 
建築面積の 10%以内)     

  

60 

遺跡保護のため、設計を変更していただくよう協議し
ます。道路敷設のように半永久的な工事については、
工事内容に関わらず発掘調査が必要になる場合があ
ります。 

提出先：文化財課 

令和 3年 1 月作成 令和 3 年 3 月改訂 令和 4年 6 月改訂 

 

※杭の断面積の合計 


